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医療スタッフ研修センター
在宅医療推進支援室

鳥取県地域医療介護総合確保基金 鳥取大学医学部附属病院 在宅医療推進のための看護師育成支援事業

ご質問等ございましたら、下記までお気軽にご連絡下さい

鳥取大学医学部附属病院 医療スタッフ研修センター 在宅医療推進支援室（Ｔ－ＨＯＣ）(アレスコ棟2

仁科、雑賀、長谷川、大倉、角田 ：0859-38-6994/FAX:0859-38-6996

：t-hoc@med.tottori-u.ac.jp

ほっこりーな通信

T-HOCウェブサイト

病院に在籍しながら1年間訪問看護ステーションに出向
する事業が、平成30年度より始まり今年で8年目となり
ました。これは病院看護師が在宅療養支援の知識・技術を
学べ、訪問看護ステーションには多様な看護人材の育成・
活用力の向上が図れる事業です。 前回号に続き、今年度
の出向先である訪問看護ステーションをご紹介します。

色々な職種、
立場からの医
療者のウェル
ビーイングを
学べた

訪問看護ステーションネットケア 様

令和7年度より「公開講義」として、T-HOCの講義の一
部を受講できる取り組みを、受講生以外の訪問看護に興
味のある看護師、医療・介護福祉関係者を対象に始めま
した。今年度は全7回を開催し、看護師から看護学生ま
で多くの方々の参加がありました。

来年度も開催しますので、ぜひご参加下さい！

公開講義を実施しました

第6回T-HOC POCUSセミナー

令和8年1月24日(土) 10：00-12：00（9：30開場）

鳥取大学医学部記念講堂
鳥取大学医学部 杉原誉明先生
日野病院 田中 恵・砂原久美子先生

お子様連れ大歓迎
初心者大歓迎！エコーで遊ぼう

令和７年度修了式
T－HOC交流会（変更になりました）
令和8年3月7日（土）9:00~12:00

自分が働く意味、継
続して働ける環境調
整について改めて自
分を見つめ直すセミ
ナーでした

参加費
無料

今年6月に5つの事業所を1拠点に集約し「真誠会ほっ
とケアセンター」が開所されました。これにより医療・看
護・介護・福祉の訪問系サービスの充実を図っています。
スタッフ構成は角田所長をもとに、看護師16名（非常勤
含む）、作業療法士1名、言語聴覚士1名です。利用者は
小児から高齢者まで、がんや難病、障がい者、精神疾患
と幅広い年齢対象と多様な疾患を24時間体制で365
日対応されています。また利用者のご要望により看護師
男性対応や女性対応にも応じています。T－HOCの
実習施設としてもご指導いただき、受講生も
勤務しています。 ほっとケアセンター

しろうさちゃん

身近に携帯
エコーがあ
れば使いた
いけどね…

お知らせ

第16回T-HOC特別セミナーを行いました

テーマ 「在宅ケアにおける共感とwell-being～自分のwell-beingは考えていますか？～」

9月28日（日）に鳥取県立厚生病院にて、
午前の部（シンポジウム）午後の部（ワークショップ）の
構成で行われました。
午後のワークショップはシンポジスト兼座長である
鳥大医学部の孫先生を講師に、参加者が自分自身の
ウェルビーイングを話し合いました。

話すことで
自分を知っ

た

参加者様
の声

孫先生、谷口参事、瀬尾看護師
貴重なお話をありがとうござい
ました

病棟に勤務してお
り今日の勉強の内
容を役立てていき
たい

疾患について具体的
に知ることができた

申込みQRコード

出向先訪問看護ステーション
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